
 

１－（７）古都における歴史的風土の保存のための総合的対策 

（国土交通省）

 
京都市では，国民の財産である京都の自然豊かな山紫水明の景観と文化

遺産とが形成する歴史的風土を守るため，古都保存法に基づき歴史的風土

特別保存地区内の土地の買入れを行い，買い入れた山林では間伐・除伐・

林床整理等の維持管理を，水田においては農道・水路の整備等を行い，里

山景観や稲穂たなびく田園景観の保全に努めています。 
しかしながら京都市は，全国の指定面積の約 48％にのぼる広大な指定地

区を有しており，その買入面積が広大になっているうえ，過年度に買入申

出を受けた未買入地を多く抱えております。さらに，田園景観保全のため，

地元農家の協力を得て水稲栽培に取り組んでおりますが，野菜栽培に比べ

農業収益が少なく，農家にとって負担の大きいものになっています。 
このような京都市の事情を国家的見地から考慮していただき，買入地の

維持管理上必要な経費に対する財源措置や，田園景観保全のため水稲栽培

へ誘導するための総合的な対策を図られますよう提案します。 
また，未買入残に適切に対応できるよう，引き続き土地の買入れに係る

国庫負担金の増額と負担率の引上げを要望します。 
 

提案事項 

１ 古都保存法による買入地の維持管理上必要な経費に対する財源措

置 
２ 水田が重要な要素となっている歴史的風土の保存のための農業と

の調和を図る総合的な施策の実施 
要望事項 
 古都保存法による土地の買入れに係る国庫負担金の増額及び負担率

の引上げ 

 
主な提案先：国土交通省（都市・地域整備局公園緑地課緑地環境推進室，近畿地方整備局建政部都市整備課） 
京都市の担当課：都市計画局 都市景観部 風致保全課長 木村裕 TEL 075-222-3475 
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＜参考＞ 

 平成 18年度事業計画 

 １ 土地の買入事業費 800,000 千円（国負 560,000 千円，市債 240,000 千円） 

 （１）歴史的風土特別保存地区   2,861ha（平成 17年度末現在） 

 （２）買入申出未処理件数及び面積 21 件，49ha（平成 17年度末現在） 

 （３）平成18年度買入予定面積     16.1ha 

 ２ 維持管理  事業費 23,907 千円 

         維持管理面積 212ha 

 ３ 施設整備 

   事業費 30,000 千円（国負 15,000 千円，市債 15,000 千円） 

（１）小倉山地区施設整備事業 

      平成 16年度の台風による被害等も考慮し，古都特別保存地区にふさわしい土砂崩壊防

止施設の整備を行う。 

      平成 18年度整備内容（予定） 砂防施設，植栽ほか（嵯峨亀山町）  

（２）嵯峨野地区施設整備事業 

      嵯峨野の田園景観を保全するための施策の一環として，景観に配慮した管理道路の延

伸を図る。 

      平成 18年度整備内容（予定） 測量ほか（北嵯峨六代芝町） 
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